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関
東
森
林
管
理
局
天
竜
森
林
管
理
署
及

び
静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
森
林
・
林
業

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
28
年
５
月
17

日
、
浜
松
市
地
域
活
動
研
修
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
「
急
傾
斜
地
に
お
け
る
架
線
系
高

性
能
林
業
機
械
を
活
用
し
た
一
貫
作
業
シ

ス
テ
ム
実
証
試
験
」
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

本
報
告
会
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
昨
年

度
ま
で
実
施
し
て
い
た
、
従
来
の
シ
ス
テ

ム
に
代
わ
る
新
し
い
架
線
系
高
性
能
林
業

機
械
を
活
用
し
た
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の

実
証
試
験
で
得
ら
れ
た
成
果
等
に
つ
い
て
、

天
竜
流
域
の
林
業
関
係
者
の
皆
様
へ
広
く

普
及
を
図
る
た
め
開
催
し
た
も
の
で
す
。

森
林
組
合
等
、
多
く
の
地
域
の
森
林
・

林
業
関
係
者
約
１
０
０
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
会
場
も
い
っ
ぱ
い
に
な
る
な
ど
、

大
変
盛
り
上
が
っ
た
報
告
会
と
な
り
ま
し

た
。現

在
の
林
業
の
現
場
は
、
作
業
シ
ス
テ

ム
の
高
度
な
機
械
化
や
、
そ
の
前
提
と
な

る
路
網
整
備
に
関
す
る
改
善
対
策
が
進
め

ら
れ
て
い
る
一
方
、
造
林
に
対
す
る
技
術

革
新
の
拡
が
り
は
遅
れ
て
お
り
、
伐
採
か

ら
植
付
再
造
林
ま
で
の
一
連
の
施
業
の
全

体
的
な
コ
ス
ト
低
減
に
至
っ
て
い
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
持
続
的
な
森
林

経
営
及
び
林
業
の
成
長
産
業
化
の
推
進
を

図
る
た
め
に
は
、
森
林
経
営
の
採
算
性
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
急
峻
な
地
形
と
脆
弱

な
地
質
を
抱
え
て
い
る
当
署
管
内
に
お
い

て
は
、
架
線
系
作
業
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

低
コ
ス
ト
化
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

架
線
系
高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し
た
一

貫
作
業
シ
ス
テ
ム
実
証
試
験
の
取
組
を
進

め
て
き
た
も
の
で
す
。

報
告
会
で
は
、
静
岡
県
農
林
技
術
研
究

所
森
林
・
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
実
証

試
験
の
結
果
と
し
て

①
全
木
集
材
は
全
幹
集
材
に
比
べ
省
力
化

が
図
れ
た
。

②
苗
木
運
搬
行
程
で
は
労
務
コ
ス
ト
、
労

働
負
荷
の
軽
減
が
図
れ
た
。

③
架
設･

撤
去
は
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
の
使
用

に
よ
り
省
力
化
が
図
れ
た
。

④
ウ
ッ
ド
ラ
イ
ナ
ー
に
よ
る
集
材
功
程
で

は
、
下
げ
荷
よ
り
上
げ
荷
集
材
が
有
利
性

が
あ
る
。

⑤
獣
害
防
護
柵
設
置
で
は
縦
張
り
よ
り
斜

め
張
り
柵
の
方
が
省
力
化
が
図
れ
た
。

⑥
コ
ン
テ
ナ
苗
植
栽
で
は
急
傾
斜
地
で
は

唐
鍬
に
よ
る
植
栽
が
効
率
的
で
あ
る
。

な
ど
成
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
日
本
林
業
技
術
協
会
主

任
研
究
員
の
中
村
松
三
氏
か
ら
の
講
評
は

「
本
実
証
試
験
は
、
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手

が
届
か
な
い
世
界
を
や
っ
て
い
た
だ
い
た

と
い
う
こ
と
で
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い

る
。
車
両
系
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
取
組
事
例
も
多
く
低
コ
ス
ト
化

に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
も
整
い
つ
つ
あ
る
が
、

斜
面
の
傾
斜
が
30
度
を
超
え
る
作
業
道
等

が
開
設
で
き
な
い
よ
う
な
箇
所
で
は
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
課
題
で
あ
っ
た
。

本
日
の
報
告
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

本
取
組
に
よ
り
具
体
的
な
数
字
と
し
て
示

さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
、
同
じ
よ
う
な
課

題
を
抱
え
て
い
る
地
域
に
と
っ
て
、
発
展

的
に
利
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
今
回
の
報
告
は
先
駆
け
と
な
る

成
果
で
あ
り
、
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
意
味
合

い
を
持
つ
も
の
だ
。
」
と
の
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

次
に
民
有
林
に
お
い
て
の
、
コ
ス
ト
削

減
の
取
組
と
し
て
、
掛
川
市
森
林
組
合
か

ら
、
36
㌶
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
長
期
の

施
業
計
画
を
作
成
し
、
更
新
伐
施
業
に
取

り
組
む
と
共
に
、
ウ
ッ
ド
ラ
イ
ナ
ー
、
タ

ワ
ー
ヤ
ー
ダ
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
増
産
・
安
定
供

給
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
情
報
交
換
、
連
携

し
た
取
組
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
、
当

署
と
隣
接
す
る
中
部
森
林
管
理
局
愛
知
森

林
管
理
事
務
所
で
取
り
組
み
を
行
っ
た

「
伐･

造
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」
及
び
新

城
森
林
組
合
に
よ
る
「
主
索
ウ
イ
ン
チ
付

ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
ー
と
繊
維
ロ
ー
プ
の
導

入
に
よ
る
索
張
り
距
離
の
延
長
と
集
材
作

業
の
安
全
化
・
効
率
化
」
の
取
組
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
低
コ
ス
ト
再
造
林
技
術
の

開
発

コ
ン
テ
ナ
苗
と
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
」
と
題
し
て
日
本
林
業
技
術
協
会
中
村

松
三
氏
よ
り
講
演
を
い
た
だ
き
、
盛
況
の

も
と
報
告
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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「
急
傾
斜
地
に
お
け
る
架
線
系
高
性
能
林
業
機
械
を

活
用
し
た
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
実
証
試
験
」
報
告
会
を
開
催

天
竜
森
林
管
理
署

実証試験成果報告会



サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
特
徴

サ
ク
ラ
ソ
ウ
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
に

生
育
す
る
多
年
草
の
植
物
で
、
や
や
湿
っ

た
火
山
灰
土
壌
の
落
葉
広
葉
樹
林
や
野
原

な
ど
、
比
較
的
明
る
い
環
境
に
多
く
生
育

し
て
い
ま
す
。
そ
の
繁
殖
形
態
は
特
徴
的

で
あ
り
、
種
子
繁
殖
と
根
茎
繁
殖
の
双
方

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
は
、
花
の
色
や
形

の
美
し
さ
か
ら
、
江
戸
時
代
か
ら
園
芸
品

種
と
し
て
も
、
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
、
園
芸
採
取
や
道

路
工
事
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
リ
ゾ
ー
ト
開

発
等
が
要
因
と
な
り
、
生
育
地
が
減
少
し

て
い
る
希
少
植
物
で
す
。

現
在
で
は
、
日
本
国
内
の
絶
滅
の
お
そ

れ
の
あ
る
維
管
束
植
物
（
環
境
省
準
絶
滅

危
惧
種
、
群
馬
県
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
）
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

希
少
野
生
生
物
の
保
護
・
保
全
に

向
け
た
取
組

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
希
少
野
生
生

物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
護
・
保
全
の

た
め
、
対
象
と
な
る
希
少
種
に
関
す
る
科

学
的
な
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、

外
部
の
専
門
家
か
ら
な
る
検
討
委
員
会
に

助
言
を
求
め
な
が
ら
、
希
少
野
生
生
物
の

保
護
・
保
全
と
森
林
施
業
等
と
の
調
整
を

図
っ
た
上
で
、
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

群
馬
県
西
部
の
吾
妻
地
域
の
国
有
林
を

管
轄
し
て
い
る
吾
妻
森
林
管
理
署
の
管
内

に
は
、
ス
ギ
人
工
林
を
主
体
と
す
る
林
内

に
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
個
体
群
が
点
在
し
て
い

る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
域
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
個
体
群
を

将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
、
ス
ギ
人
工
林
の
森
林
施
業
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
生
育

状
況
等
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
専
門
家

の
指
導
の
下
、
検
討
し
ま
し
た
。

サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
生
育
状
況
等
の

調
査
結
果
の
概
要

①

サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー

（
植
物
の
生
活
史
の
季
節
変
化
）
は
、

４
月
上
旬
に
出
芽
が
始
ま
り
、
５
月
上

旬
か
ら
中
旬
に
開
花
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
後
、
８
月
に
地
上
部
が
枯
れ
、

地
下
に
残
っ
た
地
下
茎
が
翌
年
の
出
芽
を

待
つ
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
把
握
さ
れ
ま
し

た
。

②

サ
ク
ラ
ソ
ウ
は
、
周
辺
に
生
育
す
る

植
物
よ
り
も
先
に
出
芽
・
開
花
し
、
ト
ネ

ア
ザ
ミ
や
ミ
ズ
ヒ
キ
、
ク
サ
コ
ア
カ
ソ
、

モ
ミ
ジ
ガ
サ
等
の
一
部
の
植
物
と
同
じ
場

所
で
生
育
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

③

サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
生
育
地
の
光
環
境
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
春
先
の
太
陽
光
が
開

花
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
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調査地におけるサクラソウのフェノロジー

サクラソウ群落

サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
個
体
群
の
維
持
を
目
指
し
た
森
林
施
業
の
検
討

計
画
保
全
部

計
画
課

国有林を活用した実践研修

（現地検討）

サクラソウ群落



④

多
く
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
は
、
人
工
林
の

適
地
で
も
あ
る
黒
色
土
壌
群
に
分
布
し
て

い
ま
し
た
。
黒
色
土
壌
は
空
隙
が
多
く
、

保
水
力
が
あ
る
た
め
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
生

育
に
有
利
に
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

⑤

調
査
地
全
体
で
、
推
定
15
万
株
以
上

の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
が
生
育
し
て
お
り
、
特
に
、

沢
や
窪
地
、
緩
傾
斜
地
や
作
業
道
、
広
葉

樹
の
近
く
と
い
う
条
件
を
好
む
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
伐
地
で
の
生
育

も
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
埋
土
種
子
が

発
芽
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
花
弁
の
違
い
や
訪
花
昆
虫
の
痕
跡

等
か
ら
交
配
に
よ
る
種
子
生
産
が
行
わ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
多
様
な
環
境
に
順

応
し
、
根
茎
繁
殖
に
偏
っ
て
い
な
い
、
遺

伝
的
な
多
様
性
が
高
い
個
体
群
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
個
体
群
の
維
持
を

目
指
し
た
森
林
施
業
の
検
討
結
果

調
査
の
結
果
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
生
育
に

は
、
光
環
境
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
下
層
植
生
の
繁

茂
を
抑
制
し
、
光
環
境
を
改
善
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
下
刈
・
除
伐
や
間
伐
等
の
森

林
施
業
の
実
施
が
重
要
で
す
。

結
実
期
以
降
に
こ
れ
ら
の
作
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
存
す
る
個
体
を
守

り
つ
つ
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
初
期
成
長
と
開

花
を
促
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
路
網
作
設
等
の
適
度
な
攪
乱
は
、

サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
種
子
繁
殖
を
促
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の

個
体
群
の
維
持
と
森
林
施
業
の
両
立
は
可

能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
貴
重
な
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
個
体

群
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
森
林
施

業
を
実
施
し
、
施
業
の
実
施
後
の
サ
ク
ラ

ソ
ウ
群
落
の
動
向
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
森
林
施
業
の
方
法
を
さ

ら
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成２８年６月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１４４号（４）

スギ人工林とサクラソウ

サクラソウ花弁の多様性

生育状況調査

今
月
の
表
紙

急
傾
斜
地
に
お
け
る
架
線
系
高
性
能

林
業
機
械
を
活
用
し
た
一
貫
作
業
シ

ス
テ
ム
実
証
試
験

天
竜
森
林
管
理
署
で
は
、
本
実
証
試
験
を

平
成
26
年
度
か
ら
龍
山
町
瀬
尻
国
有
林
、
平

成
27
年
度
は
春
野
町
狙
小
路
国
有
林
で
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
コ
ン
テ
ナ
苗
・
架
線
系
一
貫
作
業

シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会
（
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
・
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
）
や

中
間
報
告
会
等
を
経
て
取
り
ま
と
め
、
地
域

の
森
林
・
林
業
関
係
者
の
皆
様
に
広
く
普
及

を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
５
月
17
日
に
浜
松

市
地
域
活
動
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
成

果
を
報
告
会
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。



高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
森
林
と
ふ
れ
あ
い
た
い
と
い
う
国
民

や
教
育
機
関
等
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
今
年
度
春
期
に
実
施
し
た
活

動
等
を
紹
介
し
ま
す
。

【
森
林
カ
レ
ッ
ジ
】

今
年
度
第
１
回
目
の
森
林
カ
レ
ッ
ジ
を
、

一
般
公
募
し
た
カ
レ
ッ
ジ
生
34
名
の
参
加

を
得
て
５
月
28
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
講

師
に
一
般
社
団
法
人
森
林
・
自
然
環
境
技

術
者
教
育
会
会
長
の
桜
井
尚
武
先
生
を
招

い
て
「
森
林
の
見
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

午
前
中
は
森
林
の
も
つ
多
面
的
機
能
や
日

本
の
森
林
植
生
の
話
か
ら
森
を
守
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
等
幅
広
く
丁
寧
に

解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

午
後
は
、
高
尾
山
に
登
り
な
が
ら
樹
木

の
特
徴
や
森
林
土
壌
の
構
造
、
人
工
林
の

育
て
方
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
頂
き
ま

し
た
。
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
カ
レ
ッ

ジ
生
か
ら
は
多
く
の
質
問
等
が
あ
り
予
定

し
て
い
た
山
頂
ま
で
登
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
「
森
林
に
対
し
て
の
興
味
が
す
ご
く
わ

い
た
」
「
様
々
な
角
度
か
ら
森
林
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
」
「
今
後
も
林
業
に
つ
い

て
学
び
た
い
」
等
の
感
想
を
頂
き
、
第
１

回
目
の
森
林
カ
レ
ッ
ジ
は
高
評
価
を
得
て

終
了
し
ま
し
た
。

【
依
頼
イ
ベ
ン
ト
】

教
育
機
関
か
ら
の
森
林
教
室
の
依
頼
に

つ
い
て
は
そ
の
都
度
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
春
期
は
４
月
15
日
に
中
央
区
立
佃
島

小
学
校
５
年
生
94
名
、
５
月
19
日
か
ら
20

日
に
か
け
て
横
浜
市
立
谷
本
小
学
校
６
年

生
82
名
、
５
月
24
日
に
昭
島
市
立
拝
島
第

三
小
学
校
５
年
生
90
名
の
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。

佃
島
小
学
校
と
拝
島
第
三
小
学
校
は
、

表
高
尾
の
大
平
地
区
に
あ
る
森
林
ふ
れ
あ

い
館
を
利
用
し
て
、
森
林
や
林
業
に
つ
い

て
の
講
義
や
丸
太
切
り
、
森
林
観
察
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。
谷
本
小
学
校
は
、
今

回
参
加
し
た
生
徒
た
ち
が
５
年
生
の
時
に

準
備
し
た
竹
を
使
っ
た
竹
炭
づ
く
り
体
験

を
主
体
に
森
林
散
策
や
丸
太
切
り
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
各
校
と
も
森
林
散
策
で
は

森
林
の
中
に
入
る
の
を
怖
が
っ
て
い
た
生

徒
も
い
ま
し
た
が
、
森
林
散
策
後
は
「
楽

し
か
っ
た
」
「
も
っ
と
歩
き
た
か
っ
た
」

等
の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
こ
え
て
い

ま
し
た
。

こ
う
し
た
学
校
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

参
加
人
数
が
多
い
た
め
、
フ
ォ
レ
ス
ト
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
も
得
な
が
ら
対

応
し
て
い
ま
す
。

フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
に
は
、
子
供
達
の
安
全
を
見
守
る
だ

け
で
な
く
、
植
物
の
解
説
や
丸
太
切
り
の

指
導
な
ど
森
林
教
室
の
実
施
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

【
協
定
イ
ベ
ン
ト
】

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
関
東
森
林
管
理
局

長
と
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
協
定
を

締
結
し
て
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
を
行

う
協
定
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
東
京

会
、
森
と
で
ん
え
ん
倶
楽
部
、D

A
I
G
O

エ

コ
ロ
ジ
ー
村
、
高
尾
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
、
森
と
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
５
団

体
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
今
年
度
は
、
５
団
体

で
年
間
40
回
を
超
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

（５）平成２８年６月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１４４号

森林カレッジ（講義）

森林カレッジ（実習）

森林教室（森林観察）

炭焼き体験



津
久
井
森
林
事
務
所
は
、
神
奈
川
県
北

西
部
に
位
置
し
、
山
梨
県
及
び
東
京
都
と

隣
接
し
て
い
る
相
模
原
市
緑
区
（
旧
津
久

井
郡
津
久
井
町
、
相
模
湖
町
、
城
山
町
、

藤
野
町
）
に
散
在
す
る
国
有
林
９
５
２
㌶
、

官
行
造
林
地
２
７
７
㌶
㏊
を
管
理
し
て
い

ま
す
。

当
部
内
は
、
山
頂
標
高
３
０
０
ｍ
～
７

０
０
ｍ
の
低
山
や
丘
陵
地
で
す
が
、
場
所

に
よ
っ
て
は
急
峻
地
や
断
崖
、
岩
石
地
、

深
い
渓
谷
も
あ
り
、
北
側
斜
面
と
南
側
斜

面
で
は
残
雪
の
様
子
等
気
候
も
違
い
、
植

生
も
変
化
に
富
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
山
梨
県
を
源
と
す
る
相
模
川
や

道
志
川
の
重
要
な
集
水
域
と
な
っ
て
お
り
、

合
流
地
点
の
道
志
川
右
岸
に
は
横
浜
市
水

道
局
が
管
理
す
る
「
青
山
水
源
地
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
周
辺
地
域
や
相
模
湖
等
を

舞
台
と
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
小
説
、

「
三
太
物
語
（
青
木
茂
著
）
」
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
人
気
番
組
に
も
な
り
、

小
説
の
英
訳
版
は
、
「T

A
L
E
S
O
F
S
A
N
T
A,

J
A
P
A
N
E
S
E

T
O
M
S
A
W
Y
E
R

」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
世
界
中
の
子
ど
も
達
に
愛
さ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
憲
政
の
神
」
と
い
わ
れ
た

「
尾
崎
咢
堂
」
生
誕
地
、
記
念
館
が
又
野

地
区
に
あ
り
ま
す
。
東
京
市
長
在
職
中
の

明
治
45
年
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ポ
ト
マ
ッ

ク
公
園
に
３
０
０
０
本
の
桜
を
贈
り
、

「
日
米
友
好
の
証
」
を
築
い
た
こ
と
は
有

名
で
す
。

東
京
・
神
奈
川
の
大
都
市
圏
か
ら
、
日

常
に
な
い
自
然
を
求
め
て
日
帰
り
で
も
訪

れ
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
地
で
あ
り
、
丹

沢
山
系
の
北
東
端
に
位
置
し
、
高
尾
山
を

起
点
と
す
る
東
海
自
然
歩
道
や
、
関
東
ふ

れ
あ
い
の
道
コ
ー
ス
な
ど
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
は
、
移
り
変
わ
る
季
節
の
色
彩
豊

か
な
山
肌
、
奇
岩
や
起
伏
に
富
ん
だ
渓
谷

美
、
相
模
湖
、
津
久
井
湖
等
が
視
界
い
っ

ぱ
い
に
広
が
る
絶
景
、
ど
れ
も
が
見
ど
こ

ろ
で
す
。

石
老
山
と
谷
山
を
結
ぶ
稜
線
の
北
面

「
谷
山
国
有
林
」
と
陣
馬
山
の
神
奈
川
県

側
に
位
置
す
る
「
佐
野
川
官
行
造
林
地
」

は
、
県
立
陣
馬
相
模
湖
自
然
公
園
に
指
定

さ
れ
、
そ
の
他
の
場
所
も
自
然
環
境
保
全

地
域
（
普
通
地
区
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
津
久
井
湖
右
岸
の
城
山
「
癸

（
み
ず
の
と
）
国
有
林
」
は
、
小
田
原
城

を
本
城
と
し
た
北
条
氏
の
甲
斐
へ
の
攻
防

の
拠
点
で
、
津
久
井
城
山
風
景
林
と
し
て

地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
神
奈
川
県
が
城
山
全
体
を
森
林
公

園
と
し
て
整
備
中
で
あ
り
、
歴
史
的
文
化

史
跡
の
復
元
・
保
存
や
、
観
光
の
目
玉
と

し
て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
美
林
の
麓
に
寒
村
な
し
。
山
高
き
が

故
に
尊
か
ら
ず
。
木
あ
る
を
も
っ
て
尊
し

と
す
。
」
こ
の
格
言
は
山
村
の
民
の
金
科

玉
条
で
し
た
。

こ
の
地
域
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
運
ぶ
相

模
川
の
水
運
と
甲
斐
や
武
蔵
と
相
模
を
結

ぶ
街
道
に
位
置
し
、
林
業
は
重
要
な
産
業

と
し
て
発
達
し
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代

に
は
さ
ら
に
多
く
の
木
材
、
燃
料
と
し
て

炭
や
薪
の
需
要
も
増
え
、
幕
府
の
命
に
よ

り
領
民
た
ち
が
植
林
し
、
「
御
林
」
と
し

て
育
成
・
管
理
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
急
峻
な
山
腹
ま
で
人
工
林
が
造

成
さ
れ
た
地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
担
当
区
部
内
に
も
「
御
林
」
時
代
の

遺
産
で
あ
り
樹
齢
一
五
〇
年
を
超
え
る
江

川
ヒ
ノ
キ
展
示
林
、
大
岩
を
削
っ
て
作
っ

た
林
道
の
「
切
り
通
し
」
、
石
積
み
の
土

留
め
や
沢
に
築
か
れ
た
石
積
み
の
堰
堤
、

御
料
林
時
代
の
石
の
境
界
標
な
ど
、
先
人

達
の
功
績
が
う
か
が
え
ま
す
。

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
森
林
を
良
好
な

状
態
で
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
担
当

区
部
内
を
広
く
歩
き
、
森
林
の
状
況
を
把

握
し
、
境
界
を
よ
く
監
視
し
、
安
全
か
つ

確
実
な
事
業
実
行
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

平成２８年６月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１４４号（６）
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